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１. 概要 

本資料は、Data Availability Statement(以降 DAS)の J-STAGE公開画面での表示例と、編集登載での入力内容

について例示するものです。 

DAS とは、論文を作成する際に分析・生成されたデータにどこからアクセスできるか、またどのような条件でアク

セスできるのかを記載するものです。 

DAS の入力内容としては様々なものが想定されますが、本資料では研究に使用したデータの有無と、使用する

リポジトリごとに、J-STAGE公開画面での表示例と、入力内容を示します。 

 

表 1 設定パターン 

 設定パターン ページ 

2 章 使用しているリポジトリが J-STAGE Data(※)の場合 ２. Data Availability Statement の設定

（J-STAGE Data） 

3 章 使用しているリポジトリが J-STAGE Data以外の場合 ３. Data Availability Statement の設定

（J-STAGE Data 以外） 

4 章 研究に使用したデータがない場合 ４. Data Availability Statement の設定

（研究に使用したデータがない場合） 

 

※J-STAGE Data とは、JST が運営するデータリポジトリで、記事関連データを公開する J-STAGEのデータプラ

ットフォームです。 
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２. Data Availability Statement の設定（J-STAGE Data） 

 

２-１. J-STAGE Data連携機能 

 

J-STAGE Data に登録されている情報を取得し、書誌画面にメタデータとデータのプレビューを表示します。 

 

条件： 

①J-STAGE Dataに記事関連データをアップロードしていること 

②Data Availability Statement のリポジトリ区分を「J-STAGE Data」に設定していること 

③外部リンク(リンクタイプ)に「doi」を指定していること 

④外部リンクに J-STAGE Data で生成された DOI を設定していること 

⑤J-STAGE Dataにアップロードした記事関連データの ResourceDOI として J-STAGE の記事の DOI を設定し

ていること 

 

書誌画面例： 

書誌画面に、編集登載で設定した「タイトル(DAS)、データ説明、外部リンク」と、J-STAGE Data から取得した

メタデータ(公開日、データタイトル、著者名)とデータプレビューが表示されます。
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図 1 書誌画面(使用しているリポジトリが「J-STAGE Data」の場合) 

  

書誌画面に Data Availability Statement を表示します。 

編集登載で設定した以下の項目が表示されます。 

① タイトル「Data Availability Statement」 

② データ説明 

③ ④ 外部リンク 

◎J-STAGE Data連携機能 

メタデータ表示機能 

J-STAGE Data に登録した以下の項

目が表示されます。 

⑤ 公開日 

⑥ データタイトル 

⑦ 著者名 

◎J-STAGE Data連携機能 

⑧データプレビュー表示機能 

J-STAGE Data で登録している様々な

データがプレビュー表示されます。 

例：動画、画像、Excel、Word、PDF 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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２-２. WEB登載画面から設定する 

Data Availability Statement の設定（J-STAGE Data）を、 

WEB 登載から実施する場合の手順について説明します。 

 

・Data Availability Statement の登録 

 

 

 

記事一覧画面で、編集する記事の 

[編集] リンクをクリックします。 

 

※記事一覧画面を表示したが、「編集」

リンクではなく「記事編集」リンクが表示

されている場合 

→Web 登載ではなく XML 登載を選択し

ている可能性があります。以下マニュア

ルを参考に、サービス選択画面で「Web

登載サービス」をご選択ください。 

『J-STAGE 操作マニュアル 編集登載

編』（PDF） 2. ログイン 

※記事一覧画面にたどり着けない場合 

→以下マニュアルをご覧ください。 

『J-STAGE 操作マニュアル 編集登載

編』（PDF） 4. 資料一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事作成・編集画面の データリポジトリ   

タブをクリックします。 

選択しているタブの情報を編集 ボタン

をクリックします。 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-012_sousa(henshu).pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-012_sousa(henshu).pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-012_sousa(henshu).pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-012_sousa(henshu).pdf
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記事作成・編集画面の データリポジトリ   

タブにて、[DAS を追加] ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

DAS の必要事項を入力します。 

 

J-STAGE Data 連携機能をご利用の場

合、リポジトリ区分  には「J-STAGE 

Data」をご指定ください。 

 

具体的な入力内容については、「２-５. 

入力例」をご覧ください。 

 

データリポジトリを更新 ボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

 

記事作成・編集画面の データリポジトリ   

タブにて、[追加] ボタンをクリックしま

す。 
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記事関連データの必要事項を入力しま

す 

 

J-STAGE Data 連携機能をご利用の場

合は、 外部リンク には「doi」をご指定

の上、J-STAGE Dataに登録された記事

関連データの DOI をご入力ください。 

 

具体的な入力内容については、「２-５. 

入力例」をご覧ください。 

 

記事関連データの入力後は 

 [データを更新] ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事関連データが追加されたことを確

認し、 

データリポジトリを更新 ボタンをクリック

します。 
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記事関連データが登録されたことをご確

認ください。 

 書誌プレビュー画面を開き設定内容を

確認します。 

 

確認方法については「２-６. 設定内容

の確認」をご覧ください。 
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２-３. XML登載画面から設定する 

Data Availability Statementの設定（J-STAGE Data）を、 

XML 登載から実施する場合の手順について説明します。 

 

・Data Availability Statement の登録 

 

 

 

 

記事管理画面で 記事編集 リンクを 

クリックして記事作成・編集画面に遷

移します。 

 

 

 

 

 

記事作成・編集画面より、 

「データリポジトリ」  タブを選択しま

す。 

 

 

 

記事作成・編集画面の 

データリポジトリ タブにて、 

[追加登録] ボタンをクリックします。 
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Data Availability Statement 登録・編集

画面にて、必要事項を ①入力 し、 

[登録] ボタンをクリックします。 

 

J-STAGE Data 連携機能をご利用の

場合、 リポジトリ区分 には 

「J-STAGE Data」をご指定ください。 

 

具体的な入力内容については、「２-５. 

入力例」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

「Data Availability Statement を登録し

ます。よろしいですか？」ダイアログが

表示されますので [OK] ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

Data Availability Statement が追加さ

れたことをご確認ください。 

 

 

  

① 
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記事作成・編集画面の 

データリポジトリ タブにて、編集アイ

コン    をクリックします。 

 

 

 

 

Data Availability Statement 登録・編集

画面にて、データの追加を行うには 

 [データの追加登録] ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

「現在編集中の情報は失われます。

記事関連データの登録を続行してよろ

しいですか？」ダイアログが表示され

ますので 

[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

データ登録・編集画面にて、必要事項

を 入力 し、 [登録] ボタンをクリッ

クします。 

 

J-STAGE Data 連携機能をご利用の

場合は、 外部リンク には「doi」をご

指定の上、J-STAGE Data に登録され

た記事関連データの DOI をご入力くだ

さい。 
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具体的な入力内容については、「２-５. 

入力例」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

「記事関連データを登録します。よろし

いですか？」ダイアログが表示されま

すので 

 [OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

Data Availability Statement 登録・編集

画面にて、データが追加されたことを

確認してください。 

 

 書誌プレビュー画面を開き設定内容を

確認します。 

 

確認方法については「２-６. 設定内容

の確認」をご覧ください。 
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２-４. 記事一括アップロードから設定する 

 

・入力例 

 

 

 

アップロードする ZIP ファイルをご用意

ください。 

 

ZIP ファイルの詳細内容については

『J-STAGE 操作マニュアル 編集登載

編 別紙 2』（PDF）をご覧ください。 

 

J-STAGE Data連携機能をご利用の場

合、左記の入力例を参考に、XML に

Data Availability Statement をご設定く

ださい。 

<back> 

<sec sec-type="data-availability" specific-use="J-STAGE Data"> 

<title>Data Availability Statement</title> 

<p>全てのエビデンスデータは J-STAGE Data で利用できます。( 

<ext-link ext-link-type="uri" xlink:href="https://jstagedata.jst.go.jp/">リ

ンク先 

</ext-link>）  

The data analysis file and all annotator data files are available in J-STAGE 

Data,( 

<ext-link ext-link-type="uri" 

xlink:href="https://jstagedata.jst.go.jp/">link here 

</ext-link>) 

</p> 

<ref-list> 

<ref id="data1" xml:lang="ja"> 

<mixed-citation publication-type="data" specific-use="supporting"> 

これは XXX の派生研究にて生成されたデータです。 

<data-title>Sample data001,1998-1999 

</data-title> 

<ext-link ext-link-type="doi" 

xlink:href="https://doi.org/10.xxxx/xxx.xx.xx"> 

</ext-link> 

</mixed-citation> 

</ref> 

</ref-list> 

</sec> 

</back> 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-004_sousa(henshu)_append2.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-004_sousa(henshu)_append2.pdf
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編集登載トップ画面にて、 

 [記事一括アップロード] リンクをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

資料一覧画面にて、編集する資料の

移動アイコン をクリックします。 

 

 

 

 

 

「資料に移動します。よろしいです

か？」ダイアログが表示されますので 

[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

記事アップロード画面にて、アップロー

ドする zip ファイルを ②設定 し、アッ

プロードする記事のタイプを ①選択

(※) します。 

 [アップロード] ボタンをクリックしま

す。 

 

（※）通常公開記事、早期公開記事、

本公開記事の３種類から選択します 

 

① ② 
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「アップロード処理を実行します。よろし

いですか？」 ダイアログが表示されま

すので 

 [OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

アップロード処理が完了しましたら、記

事アップロード処理結果画面に遷移し

ますので、アップロード処理結果を確

認してください。 

アップロードを確定する記事を 選択 

し 

 [確定] ボタンをクリックします。 

 

（※）アップロードファイルに不備があっ

た場合は、エラー画面に遷移します。

エラーリストが出力されていますので、

内容をご確認、適宜修正の上、再度ア

ップロード処理を行います。 

出力されるエラー一覧と対処方法は

『J-STAGE 操作マニュアル 編集登載

編 別紙 3』（PDF）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

「アップロード処理を確定します。よろし

いですか？」 ダイアログが表示されま

すので、 

 [OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

アップロード処理が完了します。 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-004_sousa(henshu)_append3.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/UM-01-004_sousa(henshu)_append3.pdf
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 書誌プレビュー画面を開き設定内容を

確認します。 

 

確認方法については「２-６. 設定内容

の確認」をご覧ください。 
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２-５. 入力例 

表２ Data Availability Statement 

No. 項目名 設定例 

1-1 タイトル Data Availability Statement 

1-2 Data 

Availability 

Statement 

全てのエビデンスデータは J-STAGE Data で利用できます 。 (<a 

href="https://jstagedata.jst.go.jp/">リンク先</a>） ※１ 

The data analysis file and all annotator data files are available in J-STAGE 

Data,(<a href="https://jstagedata.jst.go.jp/">link here</a>) ※１ 

1-3 リポジトリ区分 J-STAGE Data 

※１：a タグを使用してリンクを設定できます。 

 

表３ 記事関連データ 

No. 項目名 設定例 注意点など 

2-1 データ説明 これはXXXの派生研究にて生成

さ れ た デ ー タ で す 。 Sample 

data001,1998-1999 

・データの説明を設定してください。 

2-2 外部リンク 

(リンクタイプ) 

doi  

2-3 外部リンク https://doi.org/10.xxxx/xxx.xx.xx  ・J-STAGE Data で生成された DOI を設定

してください。 

・DOIは、”https://doi.org/”から入力してく

ださい。 

・DOIの末尾の“.v1”、”.v2”､削除してくださ

い。削除することにより J-STAGE Data の

Version がアップしても、常に最新の情報

にリンクされます。 

2-4 記述言語 日本語 ・データの記述言語を設定してください。 

2-5 データタイプ supporting  

2-6 データタイトル Sample data001,1998-1999 ・データタイトルを設定してください。 
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２-６ . 設定内容の確認 

 

 

WEB 登載の場合 

記事一覧画面にもどり 

「プレビュー」リンクで書誌プレ

ビ ュ ー 画 面 を 開 き 、 Data 

Availability Statement の設定

内容を確認します。 

 

 

XML 登載の場合 

記事管理画面に戻り 

「書誌事項プレビュー」リンクで

書誌プレビュー画面を開き、

Data Availability Statement の

設定内容を確認します。 
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書誌プレビュー画面で以下を

確認して下さい。 

①J-STAGE Dataアイコンが表

示されていること。 

②Data Availability Statement

登録・編集画面にて、登録した

内容が表示されていること。 

③J-STAGE Data にリンクする

こと。(J-STAGE DataのDOIは

通常は24時間以内に有効とな

ります。) 

④J-STAGE Data のメタデータ

が表示されること。(公開日、タ

イトル、著者名) 

⑤J-STAGE Data のデータが

プレビュー表示されること。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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３. Data Availability Statement の設定（J-STAGE Data 以外） 

 

①書誌画面例 

 

図 2 書誌画面(使用しているリポジトリがその他の場合) 

  

書誌画面に Data Availability Statement を表示します。 

編集登載で設定した以下の項目が表示されます。 

・タイトル 

・Data Availability Statement 

・データ説明 

・外部リンク 

１． Sample Data１ 

２． Sample Data2 

３．  

J-STAGE Data 連携機能のメタデータやプ

レビューは表示されません。 
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②編集登載入力画面例 

・XML 登載 

 

 

図 3 XML 登載(Data Availability Statement 登録・編集) 

 

 

図 4 XML 登載(データ登録・編集) 
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・Web登載 

 

 

図 5 Web 登載(データリポジトリタブ) 

 

 

図 6 Web 登載(データ登録・編集) 
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・記事アップロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<back> 

<sec sec-type="data-availability" specific-use="other"> 

<title>Data Availability Statement</title> 

<p>全てのエビデンスデータは( 

<ext-link ext-link-type="uri" xlink:href="https://sample/">リポジトリ先 

</ext-link>)で利用できます。          

The data analysis file and all annotator data files are available in the xxx( 

<ext-link ext-link-type="uri" xlink:href="https://sample/">repository name here 

</ext-link>) repository. 

</p> 

<ref-list> 

<ref id="data1" xml:lang="ja"> 

<mixed-citation publication-type="data" specific-use="supporting"> 

これは XXX の派生研究にて生成されたデータです。 

<data-title>Sample data001,1998-1999 

</data-title> 

<ext-link ext-link-type="url" xlink:href="https://test.com"> 

</ext-link> 

</mixed-citation> 

</ref> 

</ref-list> 

</sec> 

</back> 

https://test.com/
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③入力例 

表４ Data Availability Statement 

No. 項目名 設定例 

1-1 タイトル Data Availability Statement 

1-2 Data 

Availability 

Statement 

全てのエビデンスデータは(<a href="https://sample/">リポジトリ先</a>)で利

用できます。          

The data analysis file and all annotator data files are available in the xxx(<a 

href="https://sample/">repository name here</a>) repository.  ※１ 

1-3 リポジトリ区分 その他 

※１：a タグを使用してリンクを設定できます。 

 

表５ 記事関連データ 

 

  

No. 項目名 設定例 注意点など 

2-1 データ説明 これは XXX の派生研究にて生成

されたデータです。Sample 

data001,1998-1999 

・データの説明を設定してください。 

2-2 外部リンク 

(リンクタイプ) 

url  

2-3 外部リンク https://test.com ・任意の URL を設定してください。 

・ URL は、「https://」か「http://」から入

力してください。 

2-4 記述言語 日本語 ・データの記述言語を設定してください。 

2-5 データタイプ supporting  

2-6 データタイト

ル 

Sample data001,1998-1999 ・データタイトルを設定してください。 
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４. Data Availability Statement の設定（研究に使用したデータがない場合） 

 

① 書誌画面例 

 

図 7 書誌画面(研究に使用したデータがない場合) 

  

書誌画面に Data Availability Statement を表示します。 

編集登載で設定した以下の項目が表示されます。 

・タイトル 

・Data Availability Statement 



25 

 

②編集登載入力画面例 

・XML 登載 

 

 
図 8 XML 登載(Data Availability Statement 登録・編集) 

・Web登載 

 

 

図 9 Web 登載(データリポジトリタブ) 
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・記事アップロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③入力例 

 

表６ Data Availability Statement 

No. 項目名 設定例 

1-1 タイトル Data Availability Statement 

1-2 Data 

Availability 

Statement 

この研究の過程においてデータの分析、再利用、生成は行われませんでし

た。 

During the course of this research no data was analysed, reused or 

generated. 

1-3 リポジトリ区分 利用なし 

 

表７ 記事関連データ 

No. 項目名 設定例 注意点など 

2-1 データ説明 - - 

2-2 外部リンク 

(リンクタイプ) 

- - 

2-3 外部リンク - - 

2-4 記述言語 - - 

2-5 データタイプ - - 

2-6 データタイトル - - 

 

<back> 

<sec sec-type="data-availability" specific-use="unspecified"> 

<title>Data Availability Statement</title> 

<p>この研究の過程においてデータの分析、再利用、生成は行われませんでした。 

During the course of this research no data was analysed, reused or generated. 

</p> 

</sec> 

</back> 


